
第１学年◯組 外国語科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「Program 6 The Way to School」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本単元は、ALT に宇美町のお勧めのものや場所を

紹介する活動を通して、ALT が興味をもつような宇

美町のよさを伝えることができることをねらいと

している。 

本題材は、自分なりのお勧めするものや場所を考

えることにより、自分の住んでいる地域のよさに改

めて気付き、英語で紹介することができる。また、

お勧めする理由を加えて説明することにより、ALT

に自分の考えや気持ちを、根拠をもって伝えること

ができる。 

この題材を学習することは、相手の要望をもと

に、理由を加えて自分の地元のお勧めのものや場所

を伝える力を育成するうえで意義深い。 

 本学級の生徒はこれまでに、be動詞や一般動詞

疑問詞や三人称単数現在形の使い方について、学

習している。事前アンケートでは、｢宇美町でお勧

めしたいものは何か、お勧めしたい場所はどこか｣

について、◯％の生徒が回答した。また、｢英語で

自分の考えに理由を加えて説明することができる｣

について、｢あまりできない、全くできない｣と◯%

の生徒が回答した。日常の授業ではペア活動にお

いて、自分の考えを伝えたり、分からないことを

教え合ったりする姿が見られる。そこで本単元で

は、ALTの要望に応え、自分の考えに理由を加え

て紹介する力を身に付けることが必要であると考

える。 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 代名詞や接続詞becauseを用いた文の構造や働きを把握し、お勧めのものや場所について、その理由

を説明することができる。                            【知識及び技能】 

 ◯ ALTが実際に宇美町のお勧めのものを見たり、名所を訪れたりしてもらうために、発表する内容や表

現を考え整理し、宇美町のものや場所のよさを伝えることができる。 【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ ALTが実際に宇美町のお勧めのものを見たり、名所を訪れたりしてもらうために、ALTの興味や関心

に応じて伝える内容を整理し、宇美町のよさを伝えようとする。   【学びに向かう力、人間性等】 

 

４ 評 価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・代名詞や疑問詞Whyや接続詞

becauseの意味や働きを理解

している。 

・お勧めするものや場所につい

て、お勧めする理由を説明し

ている。 

・ALTの要望に応じてお勧めす

るものや場所のよさを整理し

て伝えている。 

・ALTが実際に宇美町のお勧め

のものを見たり、名所を訪れ

たりしてもらうために、相手

に応じた理由を伝えている。 

・ALTの要望に応じてお勧めす

るものや場所のよさを整理し

て伝えようとしている。 

・ALTが実際に宇美町のお勧め

のものを見たり、名所を訪れ

たりしてもらうために、相手

に応じた理由を伝えようとし

ている。 

ＡＬＴが宇美町に行きたくなるような、宇美町のよさを紹介しようとしている姿 

単元最後にめざす生徒の姿 



 

５ 単元計画（10時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度  

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 紹介する宇美町の名産品や名所を決

める。 

・宇美町の名産品や名所のよさ 

○ 単元の学習課題を捉えるために、

ALT の出身地のよさを提示し、宇美

町のよさは何かを問う。 

 

態：A L Tの要望に沿った宇

美町の名産品や名所につ

いての紹介内容にしよう

としている。 

１ 

２ お勧めの名産品や名所を説明するた

めの原稿を作成する。 

（1） 名産品や名所を勧める理由につい

ての文を作成する。 

・Why と because の用法、使用方法 

 

（2） 名産品や名所を説明する文を作成

する。 

・代名詞目的格の用法、使用方法 

（3） お勧めの理由を含む原稿を付加修

正する。 

 ・Because he has a dream.など 

（4） 説明を含む原稿を付加修正する。 

 ・He walks across the savanna with 

her. など 

（5） 作成した原稿を付加修正する。 

 ・You can buy it in Umihachiman. 

  ・It is crispy and soft.など 

 

 

○ 理由を伝えるときの because の使

用方法を理解するために、モデル文

を提示する。 

 

○ 名産品や名所を説明するときの代

名詞の使用方法を理解するために、

モデル文を提示する。 

○ 名産品や名所を勧めた理由が伝わ

るように、教科書から理由を表す文

がどれかを問う。 

○ 名産品や名所の内容が伝わるよう

に、教科書から物事を説明する文が

どれかを問う。 

○ 原稿の付加修正ができるようにす

るために、ICT 機器を使って、友だ

ちの原稿を見せ合い、評価し合う場

を設定する。 

 

 

知：代名詞や because を用

いて、名産品や名所を説

明し勧める理由を表す

文を作成することがで

きる。 

 

 

思：A L Tがより紹介内容に

興味がもてるように、名

産品や名所について整

理して説明したり、理由

を述べたりする文を作

成している。 

思：A L Tがより紹介内容に

興味をもてるように、伝

える内容に修正してい

る。 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 宇美町のよさを ALT に紹介する。 

（1） 紹介文を発音練習する。 

 ・イントネーション、強勢 

 

（2） 相手を意識して、紹介文を発音練

習する。 

 ・アイコンタクトや発話方法 

(3) お勧めの宇美町の名産品や名所を

紹介する。 

 ・発表することのよさ 

 

○ ALT に紹介文の内容を伝えるため

に、良い例と不十分な例を提示し、

違いを問う。 

○ 相手を意識した発表にするため

に、発表の様子を撮影し、アドバイ

スをする場を設定する。 

○ 宇美町のよさを伝えることができ

たかを確認するために、紹介後、ALT

が感想を伝える場を設定する。 

 

態：A L Tに宇美町のよさが

伝わるように、紹介しよ

うとしている。 

思：A L Tが実際に宇美町を

訪れてくれるように、勧

める名産品や名所のよ

さを伝えている。 

３ 

４ 宇美町を紹介する活動の成果と課題

を見直す。 

 ・相手に紹介する価値 

 ・次の言語活動に向けての成果と課題 

○ 本題材での学習内容や成果を振り

返るために、学習プリントや振り返

りシートで、単元で学んだこと（内

容面と発話面）について問う。 

態：単元を通した学習の価

値や成果と課題を見つ

け、相手に発表するよさ

を感じている。 

１ 

単元の学習課題 What is your favorite food or place in Umi Town ? 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）１年２組教室にて 

（1） 主 眼 

ALTが実際に宇美町に行ってもらえるように、原稿を修正する活動を通して、宇美町の名産品や名所

のよさがALTにより伝わる原稿を作成することができる。      【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑤、⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習内容について話し合う。 

（1） 本時の学習課題について話し合う。 

   

 

（2） 既習事項を確認し、めあてをつくる。 

 ・自己の原稿の内容や表現の不十分さ 

 

 

○ 本時の学習課題をつかむために、原稿が

ALT に伝わる内容や表現かを問う。【①】 

 

 

○ 勧めたい名産品や名所のよさや理由が

不十分であることに気付くために、伝わる

内容や表現を含んだ原稿とそうでない原

稿を提示し、どちらの原稿が良いかとその

理由を問う。【②】 

 

一斉 

 

 

一斉 

 

 

 

３ 

 

 

５ 

 

 

展
開 

２ 原稿を修正する。 

（1） 原稿を見直す。 

・This is Koyasu mochi. I like it very 

much because it is crispy and soft.  

（2） ＩＣＴ機器で、クラスメイトの原稿を

見る。 

 ・You can buy it in Umihachiman. 

 ・You can enjoy beautiful nature. 

（3） 原稿をさらに付加修正する。 

 ・It is 150 yen. 

・It is reasonable. 

 
（4） 修正した原稿を班員と共有する。 

 ・This is Koyasu mochi. I like it very 

much. Because it is sweet.  

 ・This is Koyasu mochi. I like it very 

much. Because it is crispy and soft. 

It’s 150 yen. It’s reasonable. You can 

buy it in Umihachiman. Thank you. 

 

○ おすすめする食べ物や場所の魅力が伝

わる原稿にするために、味や食感、様子な

どを表すワードリストを提示する。【③】 

○ 魅力的な原稿にするために、ＩＣＴ機器

でクラスメイトの原稿を共有し、参考にし

たい内容や表現を探すように促す。【④】 

 

○ 魅力的な表現や内容にしていく方法を

探るために、ＩＣＴ機器で参考にした人に

質問したり、個人で修正したりしてよいこ

とを伝える。 

○ 魅力的な原稿になったかを確かめるた

めに、付加修正した理由を伝え合う場を設

定する。 

 

 

個 

 

 

個 

 

 

 

小集団

/個 

 

小集団 

 

 

 

７ 

 

 

５ 

 

 

 

10 

 

 

10 

 

終
末 

３ 本時の内容を振り返る。 

（1） 学習内容をまとめる。 

 

 

 

（2） 自分の学習を振り返る。 

 ・詳しく説明することの有用性 

・次時の目標 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・友達の原稿を参考にすると、伝えたい

内容を英語で書くことができた。 

・おすすめの子安餅を ALT が買いたいと

思えるように伝えたい。 

◇ ALT が行ってみたいと思うかどうかとい

う視点をもち、自分の紹介原稿を見直して

いる。〈学習プリント、振り返り〉 

☆ ALT に宇美町の魅力が伝わる原稿にする

ために、クラスメイトの原稿をもとに修正

し、魅力的に書き換えた原稿を交流する姿

を通して、価値付けをする。【⑤】 

☆ 今日の学習で気付いたことや学んだこ

とを活かすために、振り返る視点を提示す

る。【⑥⑦】 

 

 

一斉 

 

 

 

個 

10 

 

 付加修正した原稿で交流する活動を通して、他者の考えを参考にして、より ALT が宇美町に興味をも

つような紹介文の内容や表現になるようにさらに付加修正している生徒 

【学習課題】宇美町の名産品や名所のよさがより伝わるには、どのような原稿をつくればよいか。 

 めあて ALT が宇美町に行きたくなる

魅力的な紹介文に書き直そう。 

 まとめ 
 魅力的な原稿にするには、勧めるものや場所
の特徴、体験談や食感を文に加える。 



第２学年◯組 外国語科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「Unit4 What is important in a homestay?」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本題材は、ＡＬＴの家族に日本の習慣やマナーを

伝える活動を通して、異文化を理解し、文化的背景

をもとに、日本で求められる行動や避けるべき行動

などを英語で伝えることができることをねらいと

している。学習内容としては、have to、助動詞 must、

動名詞の用法や日本と外国との習慣や考え方の違

い、発音やイントネーションを意識した発話などが

ある。本題材は、純のホームステイでの体験から、

異文化環境での生活やマナー、考え方の違いなどに

気づき、日本特有の習慣について理解を深めること

ができる。また、ＡＬＴの家族が日本の習慣やマナ

ーなどに興味をもってもらえるように情報を整理

し、英語で伝えることができる。伝えたい内容を整

理し、相手に配慮して表現する力を育成する上で意

義深い。 

 本学級の生徒はこれまでに、日本の観光地やおす

すめの食べ物などを英語で紹介する活動を行って

きている。事前のアンケートでは、「事前に準備をす

ることで、英語を使って発表できる」について約◯

割の生徒が肯定的に捉えることができていた。音読

練習では一生懸命英語を読む姿も多く見られる。一

方で、原稿だけを見ながら発表する生徒も多く、相

手に伝えようとする意識が低いように感じる。「英

語で発表するときに、相手が聞き取りやすいように

意識することができる」という項目では肯定的な生

徒は約◯割となっており、相手を意識した発表がで

きていないと感じる生徒が多いことがわかった。そ

こで、本単元では、異文化理解とともに、聞き手に

配慮した話し方で発表ができる力を身に付けるこ

とが必要であると考える。 

 

 

 

 

 

３ 目 標 

◯ have toや助動詞must、動名詞の文構造を理解し、日本の習慣やマナーについてそれらを用いてＡＬ

Ｔの家族に説明することができる。               【知識及び技能】 

 ◯ ＡＬＴの家族が日本に興味をもってもらうよう、日本と外国の習慣の違いに着目し、必要な情報や考

えを整理しながら日本の習慣を伝えることができる。        【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ ＡＬＴの家族が日本に興味をもってもらうよう、日本と外国の習慣の違いに着目し、必要な情報や考

えを整理しながら日本の習慣を伝えようとする。          【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・have toや助動詞must,動名詞

の文構造を理解している。 

・日本の習慣やマナーについて

have toや助動詞must、動名

詞を用いて説明している。 

・ＡＬＴの家族が日本に興味を

もってもらうよう、日本の習

慣やマナーについて母国の文

化や習慣などに着目しながら

情報を整理し英語で伝えてい

る。 

・ＡＬＴの家族が日本に興味を

もってもらうよう、日本の習

慣やマナーについて母国の文

化や習慣などに着目しながら

情報を整理し英語で伝えよう

としている。 

外国との生活習慣や文化の違いを学び、ALT の家族に日本の文化に興味をもってもらえるように、日

本の習慣やマナーを伝えようとする姿 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 単元計画（10時間）   知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 単元のゴールを共有する。 

・単元のゴール活動の目的 

○ 単元を通した学習課題の目

的意識をもつために ALT の依

頼動画を提示する。 

態：フィリピンと日本の文化

の違いについて理解を深め

ようとしている。 

１ 

２ 発表原稿を作成する。 

（1） 日本語でする必要があることやな

いことについての文章を作成する。 

 ・have to ～ / don’t have to ～ 

（2）日本語でしなければいけないこと

やしてはいけないことついての文章

を作成する。 

 ・must / must not 

（3） 日本と外国との習慣の違いについ

て話し合う。 

 ・本文に関するＱ＆Ａ 

 ・動名詞 

（4） 日本と外国との生活習慣や文化の

違いを知り、日本文化のおもしろさ

について話し合う。 

 ・異文化理解 

（5） 発表原稿を付加修正する。 

 ・日本の習慣などがより伝わり、興味

をもってもらうための方略 

 

○ have to の用法を理解する

ために、日本でする必要があ

ることは何か問う。 

○ must の用法を理解するた

めに、日本でしてはいけない

ことは何か問う。 

 

○ 習慣や考え方の違いに気付

くために、本文の内容から、

日本との違いは何かを問う。 

 

○ 異文化理解を深めるため

に、外国人が日本で過ごすに

は何に気を付ければよいかを

問う。 

○ 原稿に対する見通しをもつ

ために、説明原稿の例を提示

する。 

 

知：have to を用いた文の形・

意味を理解することができ

る。 

知：助動詞 must を用いた文の

形・意味を理解することが

できる。 

 

思：日本と外国の習慣の違い 

をもとに、知って欲しい日

本の習慣を考えている。 

 

思：外国の人々が何に困りそ

うかを考えながら情報を整

理し、英語でまとめている。 

 

思：相手に伝わるように付加

修正しながら英文でまとめ

ている。  

５ 

 

 

３ 説明動画を作成する。 

（1） 日本の習慣を伝える練習する。 

 ・正確な発音、アクセント 

 

 

○ 正確な発音を確認できるよ

うに、Gemini を使って音声

入力できることを提示する。 

 

知：前時で書いた英文を正確

に発音することができる。 

３ 

（2） 相手により伝わるように練習す

る。 

 ・正確な発音、アクセント、ポーズ、 

強勢 

○ 発話の工夫点に気付くこと

ができるように、正確な発音

だけのものとポーズや強勢を

意識したものを提示し、どち

らが伝わるかを問う。 

思：相手により伝わるように

正確な発音やポーズ、強勢

を用いて英語で表現してい

る。 

 

（3） 日本の習慣やマナーを説明する動

画を作成する。 

 ・異文化理解 

○ 日本の習慣を伝えることが

できたか確認するために、動

画を視聴し、気付いたことを

伝え合う場を設ける。 

思：正確な発音やイントネー

ションを用いて、相手に伝

わりやすいように発表し

ている。 

 

４ 日本の習慣やマナーを説明する動画

作成の成果と課題を見直す。 

 ・次の学習で学びたいこと 

○ 本題材での学習内容での成

果や課題を確認するために、

自分の動画を視聴して気付い

たことは何かを問う。 

態：動画作成を通して成果や

課題を見いだし、次の学習

へとつなげようとしてい

る。 

１ 



６ 本 時 令和７年10月30日（月）２年１組教室にて 

（1） 主 眼 

ＡＬＴの家族が日本に興味をもつように、発音やポーズを意識して練習する活動を通して、分かりや

すく伝えるために、伝えたい内容を強調しながら表現することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①  展開③  終末⑤、⑥】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手立て(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習課題から、めあてついて

話し合う。 

 

 

 

 

 

  

○ 正確な発音以外にも話し方の工夫があるこ

とに気付くことができるように、２つのモデ

ルを提示する。【①】 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

展
開 

２ 発表の練習を行う。 

（1） 自分の課題を把握する。 

 ・発音 

 ・ポーズ 

  ・強勢 

（2）発表の練習を行う。 

 ・録音 

・AI チャット 

・友だちとの交流 

（3） ペアで確認し合う。 

 ・相手を意識し、伝えたい内容を強調

した発表 

 

（4）よりよい発表になるように、練習を

行う。 

   ・まとまり 

  ・声の大きさ 

 

○ 何に気をつけるとより伝わるようになるか

に気付くことができるように、発表で大事な

ポイントを問う。【④】。 

 

○ 課題に応じて練習できるように、課題に応

じた練習方法の例を提示する。 

 

 

○ 自分では気付けない課題に気付くことがで

きるように、ペアで発表し、気付いたことを出

し合い、さらに工夫できるところはないかと

問う。 

○ より伝わる発表ができるように、交流で得

た気付きをもとに再度練習できるよう場を設

定する。 

 

 

全体 

 

 

 

個人 

 

 

 

ペア 

 

 

個人 

 

5 

 

 

 

5 

 

 

 

10 

 

 

  5 

終
末 

３ 本時の内容を振り返る。 

（1） 成果を確認する。 

 

 

 

 

（2） 自分の学習を振り返る。 

 ・意識したポイント 

 ・よくなったところ 

 ・改善が必要なところ 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・正確に発音したり、相手に聞き取っ

て欲しいところを大きな声で話し

たりするなど工夫できた。工夫でき

るところはまだあるので、練習し

て、もっと伝わるようにしたい。 

 

☆ 各自が練習を通して変化したことに気付く

ことができるように、Keynote に音声を吹き

込み、練習の前後で変化したところを問う。

【⑥】 

◇ 相手のことを意識し、正しい発音やポーズ、

まとまりに気を付けながら発表している。 

 ＜様相観察、振り返り分析＞ 

 

☆ 今回の学習で気付いたこと、学んだことを

次回の発表で生かすために、振り返りの視点

を提示する。【⑤】 

  

 

一斉 

 

 

 

 

個人 

 

5 

 

 

 

 

10 

 

 

 発音やポーズに気を付けて練習することで、日本の習慣やマナーについてＡＬＴの家族にわかりやす

く伝えようとしている生徒 

 めあて どうすればより伝わる発

表になるか考え練習しよう。 

【学習課題】 ＡＬＴの家族が日本に興味をもってもらえるように、分かりやすく

伝えるには、どうすればよいだろうか。 

 まとめ 

 発音やポーズに気を付けることで、

より相手に伝えることできる。 



第２学年◯組 家庭科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 題 材 「中学生に必要な栄養を満たす食事」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本題材は、中学生に必要な栄養を満たす食事につ

いて、課題をもって、栄養素や食品の栄養的な特質、

中学生の１日に必要な食品の種類と概量、１日分の

献立作成に関する基礎的・基本的な知識を身に付

け、中学生の１日分の献立を工夫することができる

ようにすることをねらいとしている。 

１食分の献立作成については小学校家庭科で学

習をしているが、中学校技術・家庭科では１日を通

した献立を立て、必要な栄養素を満たすためにはど

のような食品の組み合わせをしたらよいかについ

て考える。特に中学生の時期は活動量も多く、体の

成長発達もめざましいので、適切な食事について考

えることは意義深い。 

 生徒はこれまでに、小学校家庭科において、１

食分の献立について栄養のバランスを考えて工夫

することについて学習してきている。事前のアン

ケートにおいて、「栄養素の種類や働きについて理

解しているか」について◯％の生徒が理解してい

ると答えている。また「自分で食品を選択すると

きに、栄養素や摂取カロリーを意識している」に

ついて、◯％の生徒が意識していると答えた。今

後、自分で食事の選択をする機会が増えてくると

思われる。そこで、本単元では、ただ選択するの

ではなく、自分の嗜好に加え、栄養素や中学生の

１日に必要な食品の種類と概量も意識する力を身

に付けることが必要であると考える。 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 栄養素の種類と働きがわかり、食品の栄養的な特質について理解することができる。 

 【知識及び技能】 

 ◯ 中学生の１日分の献立作成の方法について考え、工夫することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 献立作成において考えたことや工夫したことなどを振り返って評価し、どのように改善したらよいか

を考えようとする。                       【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・栄養素の種類や働きを理解し

ている。 

・６つの基礎食品群について、

理解している。 

・中学生の１日に必要な食品の

種類と概量を理解し、献立作

成の方法を理解している。 

 

・自分（中学生）の考えた献立

（選択した食品）を改善でき

るように、意見を出したり、

仲間の考えを取り入れたりし

ている。 

・仲間の意見を聞いたり、自分

の意見も述べたりしてよりよ

い献立を作成しようとしてい

る。 

・学習したことを自分の食生活

に生かそうとしている。 

 

自分で食品を選択する際に、栄養素の種類や働き、食品の概量を意識しながら選択しようとする姿 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 題材計画（６時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度   

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 中学生の発達に必要な栄養について

復習する。 

・食事摂取基準 

・エネルギーの主な働き 

○ 身体の成長が盛んで、活動

が活発な時期であることに気

付くことができるように、自

分自身の成長を振り返る活動

を設定する。 

態：中学生の時期の身体的特

徴について、関心をもって

考え、自分の意見を述べよ

うとしている。 

１ 

２ 栄養素の種類とその働きについてま

とめる。 

（1） 栄養素の種類とその働きについて

まとめる。 

・五大栄養素 

・三大栄養素 

・体の組織をつくる 

・エネルギーになる 

・体の調子を整える 

（2） 微量栄養素の種類と働きについて

調べる。 

・無機質 

・ビタミン 

 

３ 水分と食物繊維、６つの基礎食品群

についてまとめる。 

・水分・食物繊維 

・６つの基礎食品群 

 

 

○ 栄養素の名称と働きを比較

しながら整理できるように、

比較しやすい表を提示する。 

 

 

 

 

○ 視覚的に学ぶことができる

ように、構造的に作られた学

習プリントを準備する。 

 

 

○ 身の回りの食品や食事に着

目することができるように、

食品を食品群ごとに分類する

活動を設定する。 

 

 

知：栄養素の名称と働きにつ

いて記述することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知：水分、食物繊維、６つの基

礎食品群について記述する

ことができる。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

４ １食分の食事の献立を決める。 

（1） １日の栄養のバランスを考え、昼

食の献立を決める。 

 ・栄養素 

・概量 

・食品群 

 

 

○ 栄養のバランスに着目し

て、改善点を見いだすことが

できるように、他者と献立や

作成の工夫点を交流する活動

を仕組む。 

 

思：栄養素の種類や働きを意

識しながら献立を作成し、

工夫点や改善点を見いだし

ている。 

２ 

（2） 作成した献立を見直す。 

・栄養素 

・食品群 

・食事摂取基準 

○ 前時で見いだした改善点や

工夫点を想起することができ

るように、前時の振り返りを

紹介し、価値付けする。 

思：自分で作成した献立を付

加修正して、よりよい食事

を考えている。 

 

 

学習課題：栄養素の特徴を意識しながら食品の選択ができるように

なろう。 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）２年２組教室にて 

（1） 主 眼 

提案された食品から組み合わせを考える活動を通して、栄養素の種類や働きを意識しながら献立を作

成し、工夫した点や改善点を見いだすことができる。        【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑤、⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習内容について話し合う。 

（1） 学習課題から、本時解決する課題 

  について話し合う。 

 

 

 

（2） 既習事項を確認し、めあてをつく

る。 

 ・栄養素・食品群 

 

 

 

 

○ 修学旅行での昼食をイメージできるよう

に、お店のメニュー表の形式で食品を提示す

る。【①】 

 

 

 

○ 昼食が１日の食事の一部であることを確認

するために、修学旅行時の朝食と夕食の献立

を提示する。【②】 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開 

２ 献立を作成する。 

・栄養素・食品群・値段 

・食べやすさ・カロリー 

 

３ 考えた献立を交流し、改善点を見つ

ける。 

・栄養素 

・概量 

・食品群 

○ 栄養のバランスを確認することができるう

に、選択したおかずに含まれている食品やカ

ロリー（概量）が分かるように成分表を提示す

る【③】 

 

○ 栄養のバランスに着目して、改善点を見い

だすことができるように、他者と献立や作成

の工夫点を交流する活動を仕組む。【④】 

◇ 栄養素や概量を意識した食事を選択してい

る。    ＜プリント分析＞ 

個   

 

 

 

小集団 

↓ 

一斉 

５ 

 

 

 

25 

 

終
末 

４ 本時の内容を振り返る。 

（1） 学習内容をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

（2） 自分の学習を振り返る。 

 ・献立作成での工夫点 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・１日のうちの一食を考える時には，

１日で摂取する栄養素を意識して

食品を選ぼうと思った。 

・肉中心の食事になっていたので、野

菜も食べなければいけないと思っ

た。 

 

☆ 栄養のバランスを考慮したのぞましい食事

の組み合わせを確認するために、電子黒板を

活用して献立の例を提示する。【⑤】 

 

 

 

 

☆ 今日の学習で気付いたこと、学んだことを、

普段の自分の生活に生かせるようにするため

に、自分で作成した献立の工夫点や改善点を

記述する活動を設定する。【⑥、⑦】 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

個 

10 

 

 

 

 自分で昼食を選択する場面で、嗜好だけではなく、栄養素の特徴や食品群を意識して１日の栄養のバ

ランスを考えて食品を選ぶことができる生徒 

めあて  

栄養のバランスを意識した、修学旅行で

の昼食を考えよう。 

【学習課題】 栄養素の種類や働きを意識したベストな献立を作成するには、どのよ 

うなことに気を付ければよいだろうか。 

 まとめ 

いくつかの食品から選択するときは、（栄

養素や食品の組み合わせを）意識しなけれ

ばならない。 



第３学年◯組 国語科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「複数の意見文を読んで、考えよう―正解が一つに決まらない課題と向き合う―」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本単元は、環境問題をテーマとした三人の提言を

批判的に読み、自分の考えをもつことをねらいとし

ている。地球温暖化とそれに伴う気候変動や異常気

象は人間の生活に大きな影響を及ぼし、世界的に解

決に向かうべき課題として提示されている。この先

どうなるのかという不安、どうにかしなくてはなら

ないという危機意識は社会の共通認識であり、今夏

の暑さは生徒たちも肌で実感しているため、真剣な

課題意識をもって取り組むことができる。インター

ネットにより多くの情報を得られる時代に生きな

がら、漫画やゲームなどインターネットの活用が個

人の楽しみをこえていない生徒にとって、今後どの

ような社会を築いていくかという糸口を提示する

本題材から自分なりに解決策を考える活動は非常

に意義深い。 

 本学級の生徒はこれまでに、説明的文章や論説

文の読解を通して、説明的文章の説得力を高める

ためには、論の展開の工夫や明確な根拠が必要で

あることを学習しており、一学期には与えられた

テーマをもとに意見文を書く学習を行った。しか

し、４月の標準学力分析検査においては、「思考・

判断・表現」の分野においてＣ評価の生徒が◯％

いる。作文を書く授業においても、テーマの理解

ができていない作文や、論の組み立てができてお

らずその結果、説得力に欠ける作文が多い。さら

に、空欄のまま止まって書き進めない生徒もいる

という状況である。そこで、本単元では情報を根

拠にして自分の考えをもつ経験を通して、自信を

もって自分の意見を他者に伝える力を身に付ける

ことが必要であると考える。 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解することができる。 

【知識及び技能】 

 ◯ 文章を批判的に読みながら、文章に表れたものの見方や考え方について考えることができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、思

いや考えを伝え合おうとする。                  【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・環境問題に関する文章を読み

情報の信頼性の確かめ方を理

解した上で自分の考えをつく

ることで、自分の生活を見直

し自己と社会とのつながりに

ついて考えている。 

 

・文章を批判的に読み、文章に表

れているものの見方や考え方

について思考している。 

・文章を読んで理解したことや

考えたことを知識や経験と結

び付け、自分の考えを深めて

いる。 

・環境問題についての多様な考

え方に触れ、自分の生活と重

ねて考えることで、自分の考

えをまとめたり広げたりしよ

うとしている。 

複数の意見文を批判的に読み、情報から得た知識や経験に基づいて自分の意見をもつことができる 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 単元計画（４時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度   

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 環境問題についての三人の論者の提

言を読む。 

（1） 文章の要旨を捉えるために読む。 

・要旨のつかみ方 

・事実と意見の読み分け 

 

（2） 観点を決めて三人の論者の文章を

比較し、評価について話し合う。 

 ・論理の展開と説得力のつながり 

 ・説得力を高めるための表現の工夫

（根拠となるデータや予想される反

論を挙げる） 

 

 

 

○ テーマに対する関心を想起

するために、今夏の酷暑につ

いてデータを提示する。 

 

○ 文章の内容を比較しやすく

するために、観点を決めて表

にまとめ、◎・〇・△の記号

を用いて評価し、記号の理由

を説明する活動を仕組む。 

 

 

態：環境問題についての多様

な考え方に触れ、自己と社

会とのつながりについて考

えようとしている。 

思：文章を批判的に読み、文章

の構成や論理の展開、表現

の仕方について評価してい

る。 

 

２ 

２ 環境問題を解決するための方策を考

え、意見を交流する。 

（1） 資料を読んで、自分の考えをつく

る。 

 ・根拠になる資料の選び方 

・論理の展開の生かし方 

 

 

 

○ 具体的な根拠をもって自分

の考えをつくるために、脱炭

素につながる行動と二酸化炭

素の削減量をデータにした資

料を提示する。 

 

 

知：情報の信頼性の確かめ方

を理解し、自分の考えをつ

くるために役立てることが

できる。 

 

２ 

 

 

 

 

（2） 班で交流し、お互いの考えを評価

し合う。 

 ・方策の効果と実現可能性のバランス 

 ・自分の考えの見直しと修正 

 

○ 自分の考えを付加・修正・

強化するとともに、多様な考

えについて深く考え、次につ

なげるために、実行に移す方

策を決定する活動を仕組む。 

思：自分の立場や考えを明確

にし、相手を説得できるよ

うに論理の展開などを考え

て、話の構成を工夫してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）３年１組にて 

（1） 主 眼 

 環境問題についての自分の考えをつくる活動を通して、知識や経験と結び付け、考えを深めることが 

できる。                            【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④、⑧ 終末⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習内容について話し合う。 

（1） 本時の学習課題から、学習の見通

しについて話し合う。 

 

 

（2） 既習事項を確認し、めあてをつく

る。 

 ・環境問題 

 ・地球温暖化 

 

 

 

○ 課題解決への意欲を高めるために、「デコ

活」の例を挙げ、身近な環境問題への対策例を

提示する。【①】 

 

 

○ 本時の活動の目的を明確にするために、前

時までの学習を振り返り、自分が提案したい

環境問題に対する方策を提示する。【②】 

個 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

展
開 

２ 問題を解決する。 

（1） 対策について自分の考えを作る。 

 ・地球温暖化対策に有効な対策 

 

（2） 班で交流する。 

 ・効果と実現可能性のバランス 

 ・自分の生活の中における実行性 

 

３ 全体で交流する。 

・最も実効的な対策を選ぶ視点 

 ・自分の意見を選ぶ視点 

 

○ 意見の説得力を高めるために、根拠にする

数値と自分の考えが適切につながるか確認す

る。【③】 

○ 優れた意見を絞り込んで意見交換を活発に

するために、観点を示し、ICT を用いて投票で

きる場を設定する。【⑧】 

 

○ 対策の実効性を検討しやすくするために

「自分の生活の中で実行しやすい」「継続しや

すい」「効果が高い」という観点を示す。【④】 

 

個 

 

 

班 

 

 

 

一斉 

 

５ 

 

 

10 

 

 

 

15 

 

終
末 

４ 本時の内容を振り返る。 

（1） 学習内容をまとめる。 

  

 

 

 

（2） 実行する対策を選ぶ。 

 ・効果の高い対策についての多様な考   

  え 

   

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・数値を使って意見を作れた。 

・説得力のある意見は、根拠がしっか 

りしている。 

・今後意見をまとめるとき自分も参考 

にしたい。 

・方策を実行に移してみたい。 

 

☆ 本時でつくった意見を価値づけるために、

効果の高さを数値で表したことのよさを問

い、まとめにつなげる。【⑥】 

 

 

☆ 多様な考えにふれるために、自分が実行に

移したい意見を、他者の意見も含め精査した

上で選択する場を設定する。【⑦】 

 

◇ 数値を根拠にして自分の考えをつくり、他

者の考えと比較・吟味した上で、最も自分に合

う対策を選んでいる。 

 ＜ＩＣＴツール分析＞ 

 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

個 

 

３ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 情報から得た知識や経験に基づいて自分の意見をもち、自信をもって他者に伝える生徒 

 めあて  

情報を活用して、効果が高い環境問

題対策を考えよう。 

【学習課題】環境問題に対する実効的な対策には、どのようなものがあるだろうか。 

 まとめ  

情報を活用し、根拠を明確にする

ことで、説得力のある意見ができる。 



第２学年◯組 社会科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「ヨーロッパ人との出会いと全国統一」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本単元は、ヨーロッパ人の来航、鉄砲やキリスト

教の伝来が人々の生活や文化、戦の方法などに与え

た影響、また、信長・秀吉の統一事業の目的や効果

を考察し、近世社会の特色を理解することをねらい

としている。歴史的分野の学習では、「歴史の大き

な流れ」を「各時代の特色を踏まえて理解する」こ

とが求められる。安土桃山時代は、中世から近世へ

と時代が大きく変わる転換期であり、秀吉が全国統

一を達成するなど、支配のしくみにも変化が見られ

た。本単元では、信長・秀吉の政策に着目し、これ

までの為政者と比較することで、支配のしくみの特

徴や、その変化を捉えることができる。ゆえに、本

単元を学習することは、近世の社会構造や時代の特

色を理解するうえで意義深い。 

 本学級の生徒はこれまでに、古代・中世のできご

とや人物について学習してきている。事前アンケー

トでは、「古代から中世という大きな時代の転換点

では、どのようなことがあっただろう」という問い

に対して、『貴族から武家へと政治の中心が変わっ

た』とを答えた生徒は◯割を超えていた。しかし、

「中世から近世という大きな時代の転換点では、ど

のようなことがあっただろう」という問いに対して

は、『より強大な武力をもった武将が出てきた』『外

国と交流が盛んになった』など、既習内容と繋げ、

かつ、時代を大きく捉えられていない回答が◯割を

占めた。そこで、本単元では、信長・秀吉の支配の

しくみを考察する活動を通して、近世の特色を捉え

る力を身に付けることが必要であると考える。 

 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ ヨーロッパ人の来航や信長・秀吉の統一事業における社会の変化、大名や豪商の生活文化の特色を理

解し、資料を活用して近世の社会や文化の様子を適切に読み取ることができる。【知識及び技能】 

 ◯ 信長・秀吉の統一事業が社会に与えた影響を考察し、全国統一を達成した秀吉の政策の効果とそ

れが近世以降どのように受け継がれたのかを説明することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 「なぜ秀吉は全国統一することができたのか」をヨーロッパ人の来航の影響や信長・秀吉の統一事業

などの資料をもとに考察し、自分の考えを深めようとする。       【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ヨーロッパ人の来航や信長・秀吉

の統一事業がおよぼす社会への影

響、大名や豪商の生活文化の特色

を理解している。 

・資料を活用して近世の社会や文化

の様子を適切に読み取る技能を身

に付けている。 

・信長・秀吉の統一事業が、社会に

与えた影響について考察し、説明

している。 

・全国統一を達成した秀吉の政策の

効果と、それが近世以降どのよう

に受け継がれたのかについて説明

している。 

・「なぜ秀吉は全国統一することがで

きたのか」を、資料をもとに意欲

的に調べようとしている。 

・「戦や反乱を起こさせない」秀吉の

支配のしくみが、近世以降の支配

のしくみにどう影響したのか追究

しようとしている。 

単元最後にめざす生徒の姿 

秀吉の「戦や反乱を起こさせない」支配のしくみに着目し、近世以降の支配のしくみにどのように受

け継がれたのか考え、近世の時代の特色を理解する姿 



５ 単元計画（12時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ ヨーロッパ人の来航とその影響、日

本に広がった文化について調べる。 

（1） イスラム世界と接した中世ヨーロ

ッパの変化を話し合う。 

・十字軍遠征 ・ルネサンス 

 

 

 

（2） ヨーロッパ人の来航の背景と日本

への影響について調べる。 

 ・宗教改革 

・鉄砲、キリスト教の伝来 

 

（3） 桃山文化の特色をまとめる。 

  ・大名や豪商による華やかな文化 

  ・南蛮文化（ヨーロッパの影響） 

 

 

○ 中世ヨーロッパの社会的・

文化的な変化を説明するため

に、古代・中世・ルネサンス

の３つの絵を提示しその違い

を問う。 

 

○ 宣教師による布教の影響を

説明するために、日本のキリ

シタンの推移の資料を提示

し、変化の要因を問う。 

 

○ 桃山文化の特色をまとめる

ために、具体的な作品や文献

を提示し、文化の担い手や広

がった背景を調べる活動を設

定する。 

 

 

思：３つの絵を比較し、ルネ

サンスが古代ギリシャの文

化への回帰であることを説

明している。 

 

 

思：南蛮貿易の利益や、民衆

の救済（慈善事業）から、

キリシタン増加の要因を説

明している。 

 

知：大名や豪商が文化の担い

手となり、権力や富を背景

に華やかな文化が広がった

ことをまとめることができ

る。 

５ 

２ 秀吉の全国統一達成の要因を説明す

る。 

（1） 単元を貫く問いを見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 信長・秀吉の統一事業の目的につ

いて調べる。 

  ・信長の政策（楽市楽座、関所の廃止、

比叡山延暦寺の焼き討ち） 

  ・秀吉の政策（太閤検地、刀狩、惣無

事令、関白就任、兵農分離、バテレ

ン追放令） 

 

 

 

 

 

 

○ 「なぜ秀吉が全国統一する

ことができたのか」を意欲的

に追究するために、「大名によ

る初の全国規模の統一政権」

を秀吉がつくり上げたことを

示し、なぜ秀吉はそれが可能

だったのか問う。 

 

○ 信長の政策の目的を調べる

ために、楽市令や関所の廃止

などの資料を提示し、小集団

で話し合う活動を設定する。 

 

○ 秀吉の政策の目的を調べる

ために、太閤検地や刀狩など

の資料を提示し、小集団で話

し合う活動を設定する。 

 

 

 

 

態：「なぜ秀吉が全国統一する

ことができたのか」につい

て、これまでの為政者と秀

吉を比較して、秀吉の政治

の特色を予想している。 

 

 

 

知：中世までの既得権益層を

崩し、経済活動の自由化を

図ったことを資料から読み

取ることができる。 

 

知：中世からの土地制度の変

化（一地一作人の原則）や

宗教政策の変化（宣教師追

放）を資料から読み取るこ

とができる。 

 

６ 

なぜ秀吉は全国統一するこ

とができたのか。 



 

 

（3） 全国統一に迫った信長の“策”を

説明する。 

・宗教勢力の排除 

・経済活動の自由化 

・戦における鉄砲の導入（南蛮貿易） 

 

 

（4） 全国統一達成のカギとなった秀吉

の“策”を説明する。 

  ・「戦や反乱を起こさせない」諸政策 

《太閤検地》大名の力を石高で把握 

《刀狩》農民から武器取り上げ 

《惣無事令》戦の禁止 

《関白就任》支配の正統性誇示 

 

 

 

 

○ 全国統一に迫った信長の強

みを政策の面から説明するた

めに戦国大名と比較し、信長

ならではの革新的な“策”に

着目するよう、視点を示す。 

 

 

○ 全国統一を達成した秀吉の

強みを政策の面から説明する

ために、戦国大名や信長と比

較し、秀吉ならではの「戦や

反乱を起こさせない」“策”に

着目するよう、視点を示す。 

思：中世までの既得権益層を

武力で崩壊させ、経済を自

由化、キリスト教勢力と貿

易で繋がるなど、革新的な

“策”だったことを説明し

ている。 

 

思： 秀吉の諸政策が「戦や反

乱を起こさせない」支配の

しくみに繋がっていること

を説明している。 

３ 秀吉の支配のしくみから、近世以降

の時代の支配のしくみを説明する。 

・「戦を起こさせない」体制の強化 

  ・朝廷との良好な関係の構築  

○ 近世以降の支配のしくみを

考察するために、「戦や反乱を

起こさせない」ことや、「支配

の正統性」という視点を提示

する。 

態：「戦や反乱を起こさせな

い」法令やきまり、「支配の

正統性」など、秀吉の“策”

をもとに近世以降の支配の

しくみを考察しようとして

いる。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秀吉は太閤検地や刀狩、惣無事令などをもとに「戦や反乱を起こさせない」支配のしくみを

つくり、関白に就任することで朝廷（天皇）の権威を利用して全国を支配していった。 



５ 本 時 令和７年10月30日（木）２年３組教室にて 

（1） 主 眼 

 全国統一達成のカギとなった秀吉の“策”の効果について、自分と他者の考えを比較し検討する活動

を通して、「戦や反乱を起こさせない」支配のしくみを説明することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑤、⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 全国統一するために必要なものを

話し合う。 

 ・強大な武力 ・為政者の資質 

・全国を掌握するための体制づくり 

 

 

○ 全国統一達成のためのヒントを得るため

に、戦国大名や信長と秀吉を比較し、強大な

武力があれば全国統一することができるのか

を問う。【①】 

 

 

○ 秀吉の全国統一達成の要因を政策面から考

察するために、人物像等ではなく、支配のし

くみに関わる“策”の観点から考えるように

指示する。【②】 

一斉 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
展
開 

２ 全国統一達成のカギとなった秀吉

の“策”の効果について話し合う。 

・《太閤検地》大名の力を石高で把握 

・《刀狩》農民から武器取り上げ 

・《惣無事令》戦の禁止 

 

３ 支配の正統性について説明する。 

 ・関白就任⇒朝廷（天皇）の権威 

 ・権威…朝廷（天皇）の支配の正統性 

 ・権力…政治を行う力、政治の実権 

○ 前時までに作成した自分の考えに基づき、

全国統一達成の要因を説明するために、諸政

策による、大名や武士、農民への影響につい

て問う。【③】 

 

 

 

○ 秀吉の支配の正統性を説明するために、古

代からの権威者、権力者に関する資料を、小

集団における意見交流の場にて提示し、日本

の歴史で常に権威を持っているのは誰か、ま

た、なぜ朝廷の権威は強固なものなのかを問

う。【④】 

小集団 

↓ 

一斉 

 

 

 

 

一斉 

↓ 

個 

20 

 

 

 

 

 

 

15 

 

終
末 

４ 本時のまとめと振り返りを記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・後の江戸時代や明治時代でも、民衆

に反乱を起こさせない支配のしく

みがあるのかな。 

・秀吉の時代はすぐ終わるけど、徳川

氏の時代はとても長く続いたから、

秀吉以上の工夫があるかも。 

☆ 秀吉の様々な“策”と全国統一達成を関連

づけるために、大名や武士、農民などは、秀

吉の支配において反乱を起こすことができる

か、また、なぜそう考えるのかを問う。【⑤・

⑥】 

☆ 秀吉の後に政治を担う徳川家の支配には、

秀吉の「戦や反乱を起こさせない」支配のし

くみが受け継がれているかと問う。【⑦】 

◇ 秀吉の「戦や反乱を起こさせない」支配の

しくみを、諸政策の効果や支配の正統性に基

づいて説明している。 

 ＜学習プリント分析＞ 

一斉 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 秀吉の「戦や反乱を起こさせない」支配のしくみが、近世以降の支配のしくみに受け継がれているの

ではないかと、学習した内容を次の学びに生かそうとしている生徒 

めあて 

全国統一達成のカギとなった秀吉の

“策”を説明しよう。 

【学習課題】全国統一達成のカギとなった秀吉の“策”とは何だろうか。 

 まとめ 

 秀吉は「戦や反乱を起こさせない」支配

のしくみをつくり、朝廷（天皇）の権威を

利用して全国を支配していった。 



第３学年◯組 数学科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「関数 𝑦 = 𝑎𝑥2」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本単元では、関数𝑦 = 𝑎𝑥2について知り、事象の

中には関数𝑦 = 𝑎𝑥2として捉えられるものがあるこ

とを理解することをねらいとしている。また、い

ろいろな事象の中に、関数関係があることを理解

し、 関数𝑦 = 𝑎𝑥2と捉えられる二つの数量につい

て、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラ

フを相互に関連付けながら考察したり、表現した

りすることもねらいである。日常や社会の事象に

は、既習の関数では捉えられない関数関係がある

ことを学習することにより、関数の概念の広がり

を実感し、関数についての学習内容を一層豊かに

することができる。事象の中から、関数 𝑦 = 𝑎𝑥2

の関係を見いだし、その関係や性質を使って問題

を解決しようとする態度を養うことは意義深い。 

本学級の生徒はこれまでに、中学校１年では、

比例・反比例を、２年では一次関数について学び

それぞれ、表、式、グラフを関連付けながら学習

してきている。４月に行われた全国学力・学習状

況調査の結果では、「関数」の領域の平均正答率は

◯％であった。また「関数」領域に限らず、思考

・判断・表現に関する問題の正答率は◯％であっ

た。 

そこで、本単元では、関数𝑦 = 𝑎𝑥2の学習では、

比例や一次関数などの既習の関数を丁寧に振り返

る必要がある。また、自分の考えを他者に説明す

る場面を多く設定することで、数学的に表現する

力を身に付けることが必要であると考える。 

 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 事象の中には関数𝑦 = 𝑎𝑥2にとして捉えられるものがあることを知り、いろいろな事象の中に、関数

関係があることを理解することができる。                   【知識及び技能】 

 ◯ 関数𝑦 = 𝑎𝑥2として捉えられる二つの数量について､変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを

相互に関連付けて考察し、表現することができる。         【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 関数𝑦 = 𝑎𝑥2のよさに気付き、関数𝑦 = 𝑎𝑥2について学んだことを利用して粘り強く問題の解決に取り

組むとともに、その過程を振り返って評価・改善しようとする。   【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評 価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2の意味を理解して

いる。 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフの特徴

を理解している。 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2で、𝑥の変域に対
応する𝑦の変域を求めている。 

 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の変化の割合を比

例の変化の割合と対比させて考

察し、表現している。 

・いろいろな事象の中から関数関

係を見いだし、その変化や対応

の様子を表、式、グラフに表し

説明している。 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の必要性と意味を
考えようとしている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2やいろいろな関数

について学んだことを生活に生

かそうとしている。 

関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 として捉えられる二つの数量やいろいろな事象の中の関数関係について、変化や対

応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現しようとする姿 

 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 単元計画（17時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ ｼﾞｪｯﾄｺｰｽﾀｰの進む様子を調べる。 

（1） 斜面を上る場合と、下りる場合につ

いて、変化の様子を調べる。 

・速さの変化 

（2） ２つの数量関係を式に表す。 

・表、式 

 

（3）  𝑦 は x2 に比例するか調べる。 

・変化の様子 

 

○ 速さが変化していることに気付

くことができるように、ｼﾞｪｯﾄｺｰｽ

ﾀｰが動いている動画を提示する。 

○ 時間と距離の関係を式に表すこ

とができるように、整理すること

のできる表を示す。 

○ ｙの値の変化の様子を理解する

ことができるように、比例の特徴

について復習する場を設ける。 

 

態：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の必要性と意味

を考えようとしている。 

 

知：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の関係を式に表

すことができる。 

 

知：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の意味を説明す

ることができる。 

３ 

２ 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の性質を調べる。 

（1） 関数𝑦 = 𝑎𝑥2をグラフに表す。 

・関数 𝑦 = 𝑥2のグラフ 

（2） 比例定数の異なる関数 𝑦 = 𝑎𝑥2をグ

ラフに表す。 

・ 𝑦 = 𝑥2のグラフ ・ 𝑦 = 2𝑥2のグラフ 

（3） 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフの特徴をまと

める。 

・𝑥軸に対称    

・放物線 

（4） 関数𝑦 = 𝑎𝑥2の値の変化のようすを調

べる。 

・変化の割合 

（5） 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の変化の割合を求め

る。 

・変化の割合は一定ではないこと 

（6） 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2で、𝑥の変域に対応す

る𝑦 の変域を求める。 

・変域  ・最大値  ・最小値 

（7） 具体的な事象において関数 𝑦 = 𝑎𝑥2

の変化の割合の意味を考え説明する。 

 ・平均の速さ 

（8） 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2に関する問題を解く。 

 ・グラフ、変域 

○ 原点の近くのグラフの曲がり方

に注意できるように細かく点を取

り丁寧に書くよう支援する。 

○ 𝑎の値によるグラフの違いがわ

かるように、２つのグラフを比較

する場を設ける。 

○ グラフの特徴に気付くことがで

きるように、同じ座標平面上に𝑎

の値を変えた複数のグラフを提示

する。 

○ 関数𝑦 = 𝑎𝑥2の値の変化の特徴

を理解するために、比例の場合と

比較する場を設ける。 

○ 変化の割合は一定ではないこと

を理解するために、グラフを用い

て確認する。 

○ 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2で𝑥の変域に０を

含む𝑦の変域を求めるために、グ

ラフを使えるよう示す。 

○ 平均の速さを理解できるよう

に、平均の速さは変化の割合を求

めることと同じだと確認する。 

○ グラフや変域の定着のために、

練習問題を解く機会を設ける。 

 

知：関数 𝑦 = 𝑥2のグラフの特徴

を理解し、かくことができる。 

知：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフをかく

ことができる。 

 

知：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフの特徴

をまとめることができる。 

 

 

思：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の変化の割合を

比例の変化の割合と対比させ

て考察し、表現している。 

知：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の変化の割合を

求めることができる。 

 

知：関数 𝑦 = 𝑎𝑥2で、𝑥の変域に対

応する𝑦の変域を求めることが

できる。 

知：平均の速さを求めることがで

きる。 

 

知：関数𝑦 = 𝑎𝑥2の基本問題を解

くことができる。 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 日常の事象の中にある問題を、関数 

𝑦 = 𝑎𝑥2を用いて考察する。 

（1） 具体的な事象の中の２つの数量の間

の関係を、関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 で捉え問題を

解決する。 

・２乗に比例する事象 

（2） 振り子のひもの長さと周期の関係を

説明する。 

・振り子の周期 

（3） 放物線と直線の交点の座標や２つの

交点を通るグラフの式を求める。 

・放物線と直線のグラフ 

（4） いろいろな事象の中から関数関係を

見いだし、その変化や対応の特徴を捉

え、説明する。 

・指数関数のグラフ 

 

 

○ 事象の中にある変化する数量を

見いだすことができるように、事

象を動画で提示する。 

 

○ 振り子の周期が関数 𝑦 = 𝑎𝑥2に

なることを理解できるように振り

子が振れる動画で提示する。 

○ 放物線と直線の交点の座標を求

めるために、何を使って求めたの

か条件を丁寧に確認する。 

○ 指数関数の変化の特徴を実感で

きるように、グラフをかく際の比

較対象として𝑦 = 𝑥2のグラフを示

す。 

 

 

思：具体的な事象の中の２つの数

量の間の関係を、関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 

で捉え、問題を解決している。 

 

知：身の回りには２つの数量の関

係を関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 とみなし、問

題を解決できる場面があるこ

とを理解することができる。 

知：放物線と直線の交点の座標や

２つの交点を通るグラフの式

を求めることができる。 

思：いろいろな事象の中から関数

関係を見いだし、その変化や対

応の特徴を捉え説明している。 

５ 

（5） いろいろな事象の中から関数関係を

見いだし、その変化や対応の様子を

表、式、グラフに表し、説明する。 

・２つの階段状のグラフ 

○ 関数関係を見いだすために、変

化や対応の様子を表、式、グラフ

のどれかを使って表現できるよう

な場を設ける。 

思：いろいろな事象の中から関

数関係を見いだし変化や対応

の様子を表、式、グラフに表

し、説明している。 

 

４ 単元の振り返りを記述する。 

 ・関数𝑦 = 𝑎𝑥2を活用することのよさ 

○ 既習事項を想起するために、今

まで学んだノートやファイルを参

照する場を設ける。 

態：関数𝑦 = 𝑎𝑥2やいろいろな関

数について学んだことを生活

に生かそうとしている。 

１ 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）３年３組教室にて 

（1） 主 眼  

レンタサイクルの時間と料金の変化や対応の様子を表やグラフで調べる活動を通して、自転車を借りる

時間によってＡ店とＢ店のどちらが得かを考察し表現することができる。【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ レンタサイクルの問題の条件を確認し、

２店を比較する方法を話し合う。 

 ・借りる時間によって料金が決まること 

 ・時間と料金が関数関係にあること 

 ・借りる時間が重要であること 

 ・時間と料金の関係をグラフに表すこと 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○ レンタサイクルの仕組みについて理解するため

に、福岡市近隣のシェアサイクルサービスを紹介

し、料金がどのように決まるかを確認する。【①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 時間が決まれば料金が決まるという関数関係に

気付くことができるように、Ａ店での料金を具体的

な時間をいくつか上げて料金を確認する。【②】 

一斉 

↓ 

個 

↓ 

一斉 

10 

展
開 

２ Ａ店の時間と料金の関係をグラフや式

に表す。 

・階段状のグラフになること 

・式は定数になること 

・変域の表し方 

３ Ａ店とＢ店のグラフを比較し、どちらが

お得かを話し合う。 

・Ｂ店のグラフをかき加えて比較すること 

 ・料金がお得とは yの値が小さく、グラフ

では下にあること 

○ グラフの形に着目できるように、「これまでに学

んだことの中で、使えそうな方法はないか」と問い

かけ、過去のノートや端末上に保存したメモを振り

返るよう促す。【③】 

 

○ 自分の考えをまとめるために、２つのグラフを比

較し、表現を見直す機会を設ける。【④】 

◇ Ａ店とＢ店のグラフを比較し、同じ時間で下にあ

るグラフの方が料金が安いことを根拠に、どちらの

お店がお得かを記述している。（学習プリント） 

一斉 

↓↑ 

個 

↓↑ 

ペア 

個 

↓ 

班 

15 

 

 

 

 

15 

終
末 

４ 本時のまとめと振り返りを記述する。 

 

 

 

 

 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・２つのグラフを１つの座標平面にかくと

変化の様子を比べやすい。 

・身の回りにはいろいろな関数があり、新

しい関数でも、表や式、グラフを使えばそ

の特徴が分かり、先のことを予想したり、

比較したりできる。 

・表は具体的な数値を比べやすい。 

・グラフは変化の様子が分かりやすい。 

・式は、どんな値でも計算で求めることが

できる。 

☆ 本時の学習をまとめることができるように、めあ

てに立ち返り、グラフのどこに着目すればよいのか

を問う。【⑥】 

 

 

 

☆ 本時で働かせた見方・考え方を自覚できるよう

に、「今日の授業で新しく学んだ数学は何か」を問

い、ペアで話し合いの場を設ける。【⑦】 

 

◇ 振り返りで、表、式、グラフのよさや、時間によ

る変化の様子についての記述をしている。 

＜振り返りの記述分析＞ 

 

一斉 

 

 

 

 

 

個 

↓ 

小集団 

↓ 

一斉 

10 

 

身の回りにある関数関係を見いだし、変化や対応の様子を考察する必要性を実感している生徒 

めあて 借りる時間によって、どちらの店

がお得かを、グラフを使って説明できる

ようになろう。 

【学習課題】 レンタサイクルを利用する場合、Ａ店とＢ店のどちらで自転車を借りた方が 

お得でしょうか。    Ａ店             Ｂ店 

時間 料金  時間 料金 

2 時間まで 600 円  4 時間まで 800 円 

4 時間まで 1000 円  12 時間まで 1600 円 

6 時間まで 1300 円  

8 時間まで 1500 円 

12 時間まで 1800 円 

 

まとめ  

どちらが得かを調べるには、２つのグラ

フを同一平面上にかき、同じ xの値のと

きに、グラフが下にある方を読み取れば

よい。 

 



特別支援学級◯組 数学科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「平行と合同」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

本単元は、平行線や角の性質、平面図形の合同

の意味及び三角形の合同条件を理解し、平面図形

についての基本的な知識を養うとともに、それら

の性質を用いて演繹的に説明する方法を学び、証

明の意味や必要性を理解することをねらいとして

いる。日常生活の中で、平行や合同などの図形的

な見方や考え方で物事を捉える機会は、少なくな

い。また、生徒が将来、社会に出て他者に何かを

説明するときには、根拠を明らかにして説明しな

ければ納得を得ることは難しい。本単元は、生徒

たちが物事を図形的な見方や考え方で捉える力を

身に付け、論理的な思考力や表現力の礎となる資

質や能力を育むうえで意義深い。 

本特別支援学級の生徒たちは、小学校で、三角

形の三つの角の和は180°になることを帰納的に考

え説明する活動や、合同な図形をかいたり、作っ

たりする活動を行っている。第１学年では、平面

図形について図形の作図方法や図形の移動を学習

し、図形についての理解を深めている。第２学年

では作図の根拠等を論理的に考察し表現すること

を学習するが、自分の意見をつくり表現すること

が苦手な生徒が多い現状である。そこで本単元で

は、根拠を基に、論理的に表現することのよさを

味わえるようにすることが必要であると考える。 

生徒個々の本単元に関する実態を<表>に示す。 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 平行線の性質などの基本的な図形の性質を理解するとともに、証明の必要性や意味及びその方法を理

解することができる。                            【知識及び技能】 

 ◯ 平行線の性質などを数学の用語や記号を用いて表現したり、図形の性質の証明の過程を説明したりす

ることができる。                        【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 平行線の性質や三角形の合同条件を使って図形の性質を見いだすことに関心をもち、証明のしかたを

考えようとする。                        【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・平行線や角の性質を理解して

いる。 

・多角形の内角や外角の大きさ

を求めている。 

・図形の合同の意味や合同条件

を理解している。 

・証明の必要性と意味及びその

方法について理解している。 

・基本的な平面図形の性質を見

いだし、平行線や角の性質を

基にしてそれらを確かめ、説

明している。 

・三角形の合同条件などを基に

して三角形や平行四辺形の基

本的な性質を論理的に説明し

ている。 

・証明の必要性と意味及び方法

を考えようとしている。 

・平面図形の性質について学ん

だことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・平面図形の性質を活用した問

題解決の過程を振り返って、

検討しようとしている。 

意欲・関心をもって図形の性質を調べ、それらが成り立つかどうかを確かめ、説明しようとする姿 

 

単元最後にめざす生徒の姿 



＜表＞生徒の実態 

 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ 

認
知
行
動
面
に
関
す
る
実
態 

・相手の気持ちを考えて行

動でき、気配りに長けて

いる面があるが、慣れな

い人や環境への対応にと

ても困難さがあり、我慢

が限界になることで癇癪

を起こしてしまう。 

・パーソナルスペースの配

慮や、クールダウンを適

宜取入れたり、声かけを

して気持ちを上げたりす

ることで、集中を保つこ

とができる。 

・自由がきかない状況だと

把握してしまうと、落ち

着かなくなる。また、人

とのコミュニケーション

の中でストレスを感じる

ことが多いため、気分転

換を適宜取り入れる必要

がある。 

・語彙が少ないため、自分

の気持ちや考えを表現す

ることに困難さがあるが

選択肢を与えた質問をす

ると選ぶことができ、気

持ちや考えを表出するこ

とができる。 

・衝動性をコントロールす

ることが難しいが、周囲

がその特性を理解して対

応することで、自分の行

動を振り返ろうとするこ

とができる。 

・忘れ物や自分がミスをし

てしまったときにひどく

落ち込み、その場にうず

くまり動けなくなってし

まうことが多々あるが、

肯定的な声かけを適宜行

うと、気持ちを上げるこ

とができる。 

・過去のことを思い出して

衝動的にパニックになる

ことがたまにあるが、時

間を置くと、気持ちを切

り替えて活動に取り組む

ことができる。 

・一つの物事に集中して、

一斉指示に気付かないこ

とがあるが、視覚情報を

合わせた指示を行うこと

で反応でき、指示を聞く

ことができる。 

・会話の流れを把握するこ

とが苦手で、全く別の話

をしてしまうことがある

が、周りがその特性を理

解して本人に教えること

により、気付くことがで

きている。 

・周囲の変化に過剰に反応

するため注意力や集中力

に欠けるが、処理速度が

速く、また発想力がある

ため、応用的な考え方を

することができる。 

・自分の考えを、相手に伝

わるように説明すること

が難しいが、箇条書きに

整理して説明することで

気持ちや考えを伝えるこ

とができる。 

・後先考えず行動したり、

集中が途切れてしまった

りするので、毎時間の学

習内容を板書し、その時

間の活動内容を明確にし

てできたことをその都度

評価していくと見通しを

もって行動できる。 

・感情の起伏が激しいが、

対話でリフレッシュをす

ることで、周囲の人とコ

ミュニケーションをとり

ながら活動することがで

きる。 

・スケジュール通りに行動

することは得意であり、

変更に対しても柔軟であ

る。興味関心のある物事

について、記憶が残りや

すい。 

・間違ったときには焦る気

持ちが大きくなり、落ち

着いて取り組めない。ま

た、ミスをしたり、ミス

を指摘されたりという状

況では、塞ぎ込んでしま

う。 

数
学
の
学
習
に
関
す
る
実
態 

・日頃から図形のパズルゲ

ームやブロックをよく使

用しており、図形的な見

方や考え方について長け

ているところがある。 

・１年生のときの正多面体

の学習では意欲的に取り

組む姿が見られた。 

・自分の考えや問題の解き

方を他者に説明する力に

困難さが見られる。 

・数学の学習にとても苦手

意識をもっていて、取り

組むまでに気持ちの準備

が必要である。基礎部分

に繰り返し取り組み、で

きたという実感を大切に

することで、学習へのモ

チベーションを上げるよ

うにしている。 

・自分の考えや問題の解き

方を他者に説明する力に

困難さが見られる。 

・学校への登校が小学校４

年生からできていなかっ

たため、角や面積などの

図形の基礎部分から学習

に取り組んでいる。 

・空間認知力が高く、絵を

描くことが好きで、具体

物を立体的に描写するこ

とができる。 

 

・数学が好きで、特に図形

の学習では自由な発想で

多角的に考えることがで

きる。 

・日頃から図形のパズルゲ

ームやブロックをよく使

用しており、図形的な見

方や考え方について長け

ているところがある。 

・自分の考えや問題の解き

方を説明する際に、順序

立てて説明する力に困難

さが見られる。 

・空間認知に困難さがあり

図形を描いたり写したり 

することが苦手であった

が、図形のパズルゲーム

やブロック等で日頃から

図形に触れる機会を増や

すことで、少しずつ改善

できている。 

・方程式や正多面体の学習

のときに、天秤や模型な

ど具体物を用いて説明す

ると理解することができ

た。 



５ 単元計画（11時間） 

学習活動・内容 手だて（○） 配時 

１ 多角形の角の和を説明する。 

（1） 内角と外角について理解し、三角形と四角形

の内角の和を調べる。 

 ・内角 

 ・外角 

 

（2） 多角形の内角の和の求め方を調べる。 

・内角の和 

 

 

 

（3） 多角形の外角の和の求め方を調べる。 

・外角の和 

 

○ 三角形と四角形の内角の和を他者に説明す

るために、型紙を破ったり並べたりする操作

活動を仕組む。 

 

 

○ 三角形の内角の和が 180°であることを利用

して、多角形の内角の和の求め方を考えるた

めに、様々な具体物を操作して考える活動を

仕組む。 

 

○ 多角形の外角の和を求めるために、多角形

の内角の和の求め方を確認する。 

３ 

２ 平行線と角について説明する。 

（1） ２つの直線が交わってできる角の性質につい

て調べる。 

 ・対頂角 

 

（2） ２つの直線に１つの直線が交わってできる角

の性質について調べる。 

 ・平行線 ・同位角 ・錯角 

 

（3） 平行線の性質をもとにして、三角形の角の性

質を調べる。 

 ・証明 ・三角形の内角の和、外角の和 

 

（4） 角の大きさを求める方法を調べる。 

 ・補助線 

 

○ 対頂角は等しいことを説明するために、既

習事項を振り返り、何を根拠にしているのか

問う。 

 

○ 平行線と同位角、錯角の関係を論理的に説

明するために、既習の学習内容を整理する活

動を仕組む。 

 

○ 三角形の内角の和が 180°であることを、論

理的に筋道立てて説明するために、平行線や

角の性質を問う。 

 

○ よりよい解決方法を模索するために、解決

過程を他者に説明する活動を仕組む。 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 合同な図形について説明する。 

（1） 合同な図形の性質を、記号を用いて表す方法

を調べる。 

 ・合同（≡） ・線分  ・角 

 

（2） ２つの三角形が合同かどうかを判断する方法

を調べる。 

 ・三角形の合同条件 

 

（3） 三角形の合同条件を使った証明について調べ

る。 

 ・仮定 ・結論 

（4） 根拠となることがらを明らかにして、簡単な

図形の性質を調べ、証明する。 

 ・根拠となる事柄 

 

○ 合同の意味と合同な図形の性質を知るため

に、敷き詰め模様の特徴を図形の移動や合同

の見方で観察するよう指示を出す。 

 

○ 三角形の合同条件を考えるために、ある三

角形と合同な三角形をかくためには何が分か

ればよいかを他者と話し合う活動を仕組む。 

 

○ 論理的に筋道立てて説明することのよさに

気付くために、証明の過程を他者に説明する

活動を仕組む。 

○ 根拠となる事柄を明らかにするために、既

習の学習内容を整理し、確認する活動を仕組

む。 

４ 

 

 

 

 

 



６ 本 時 令和７年10月30日（木） わかすぎ３組教室にて 

（1） 主 眼 

   五角形の内角の和を考える操作活動を通して、多角形の内角の和の求め方を説明することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 個別の主眼 

生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ 

多角形の内角の和

に規則性があること

を見つけることがで

きる。 

五角形、六角形

の内角の和を求め

ることができる。 

五角形、六角形

の内角の和の求め

方を説明すること

ができる。 

多角形の内角の

和の求め方を式に

表すことができる

。 

多角形の内角の和

に規則性があること

を見つけることがで

きる。 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入②  展開③、④ 終末⑤、⑥】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習内容をつかむ。 

（1） 三角形と四角形の内角の和を確認

する。 

（2） 本時の学習課題から、めあてにつ

いて話し合う。 

 

 

 

 

 

○ 三角形と四角形の内角の和を説明できるよ

うに、図形を切って、組み合わせるなどの操作

しやすい模型を準備する。【②】 

 

 

 

 

一斉 
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展
開 

２ 五角形の内角の和の求め方を説明

する。 

（1） 自分の予想を立てる。 

 

 

（2） 他者との交流を行い五角形の内角

の和の求め方を検討する。 

 ・用いた既習事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 多角形の内角の和の求め方を説明

する。 

（1） 五角形の内角の和の求め方をふま

えて、補助問題に取り組む。 

 

 

 

 

（2） 多角形の内角の和の求め方を検討

する。 

 ・180°×（ｎ－２） 

○ 五角形の内角の和の求め方を検討できるよ

うに、選択可能な道具の準備や交流活動の設

定をする。【③④】 

＜想定している個別の支援＞ 

☆ 体を使って気分転換しながら学習できるよ

うに、大きなパネルを準備する。 【生徒Ａ】 

☆ 学習へ集中できるように、時間を区切りな

がら、できたことを褒めるような声かけを行

う。             【生徒Ｂ】 

☆ 他者との意見交流に参加できるように、周

りの生徒も含めた声かけを行う。  【生徒Ｃ】 

☆ 見通しをもち、落ち着いて最後まで学習に

取り組むことができるように、授業の流れを

掲示する。            【生徒Ｄ】 

☆ 主体的に学習に取り組むことができるよう

に、操作しやすい具体物を準備する。 

       【生徒Ｅ】 

○ 生徒が自分のできる範囲で課題を選択でき

るように、３段階に分けた課題設定をする。

【③】 
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 操作活動や交流活動を通して、多角形の内角の和の求め方に気付き、達成感を実感している生徒 

 めあて  

多角形の内角の和の求め方を考えよう。 

【学習課題】様々な多角形の内角の和は、何度になるのだろうか。 

【補助問題】 

（1）六角形の内角の和を求めなさい。 

（2）三角形～六角形の内角の和を表にまとめ、十二角形の内角の和を求めなさい。 

（3）ｎ角形の内角の和を求める式をつくりなさい。 



終
末 

４ 本時の内容を振り返り、学んだこと

を記述する。 

（1） 学習内容をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 本時の活動を相互評価する。 

 

 

 

（3） 自分の学習を記述する。 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

 ・道具を使って、三角形に分けて求め

ることに気付くことができた。 

 ・つぎは、ここ（外角）の和について

調べてみたいな。 

 

 

◇ 

生徒 A 生徒 B 生徒 C 生徒 D 生徒 E 

多 角 形

の内角の

和に規則

性がある

ことを見

つけてい

る。 

五角形、

六角形の内

角の和を求

めている。 

五角形、

六角形の内

角の和の求

め方を説明

している。 

多角形の

内角の和の

求め方を式

に表してい

る。 

多角形の

内角の和に

規則性があ

ることを見

つ け て い

る。 

☆ グリーンカードによる相互評価を先に行

い、学習の達成感を感じた上で記述するよう

配慮する。【⑥】 

 

○ 内角以外の角に着目することができるよう

に、振り返りの視点を提示する。【⑥】 
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 まとめ 

 多角形の内角の和は三角形に分けるこ

とで求めることができる。 



第３学年◯組 保健体育科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 題 材 「Ｇ ダンス ウ 現代的なリズムのダンス」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本単元は、規定振付と自由振付について、感じを

込めて踊ったり、自由に踊ったりする楽しさや喜び

を味わい、踊りの特徴と表現の仕方や運動観察の方

法などを理解するとともに、踊りを通して交流した

り，踊りを発表したりすることをねらいとしてい

る。現代的なリズムのダンスでは、ロックやヒップ

ホップなど、リズムの特徴を捉え、変化のある動き

を組み合わせて、リズムに乗って全身で踊ることを

示している。仲間と一緒に踊って交流できるため、

コミュニケーションを豊かにすることができる運

動である。また、リズミカルな全身運動であること

から、その動きに関連した柔軟性、平衡性、筋持久

力などが高められる。これらは、生涯にわたって運

動を豊かに実践することができるようにすること

をめざすうえで大変意義深い。 

 本学級の生徒は１年時において、基本のステップ

やそれらを組み合わせた現代的なリズムのダンス

を学習している。事前のアンケートでは、「ダンスは

好きですか」という質問に対し、◯％の生徒が肯定

的に、◯％の生徒が否定的に捉えていた。しかし、

「どうしたらダンスの授業を楽しめるか」という質

問に対し、多くの生徒が「友達と意見を出し合って

ダンスを考えること」と回答していた。日頃の学校

生活では、自分の考えをもつことやペア活動で伝え

ることは十分にできるが、活動の人数が増えるにつ

れて、自分の考えを伝えることに苦手意識をもつ様

子が見られる。そこで、本単元では、仲間と協力し

てダンスの見せ方を考える学習を通して、自分の考

えを表現する力を身に付けることが必要であると

考える。 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 現代的なリズムのダンスの名称や用語を理解し、リズムの特徴を捉え、変化とまとまりを付けて、リ

ズムに乗って全身で踊ることができる。                    【知識及び技能】 

 ◯ 自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫し、グループのテーマや課

題に応じた自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。  【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ ダンスの学習に主体的に取り組み、互いに助け合い、グループのテーマや課題の違いに応じた表現を

大切にしようとする。                      【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・それぞれの踊りには、踊りの特

徴と表現の仕方があることを

理解している。 

・リズムの特徴を捉え、体を動か

している。 

・動きを組み合わせて、変化やま

とまりを付けて踊っている。 

・踊りの特徴に合わせて、自己

や仲間の考えた成果や改善す

べきポイントを仲間に伝えて

いる。 

・仲間と話し合う場面で、テー

マや課題に応じて合意形成す

るための関わり方を見付けて

いる。 

・ダンスの学習に自主的に取り

組もうとしている。 

・テーマや課題に応じて仲間と

教え合ったり、伝え合ったり

しようとしている。 

・グループごとの違いに応じた

表現を大切にしようとしてい

る。 

仲間と意見を出し合い、振付を考える活動を通して、リズムに乗って全身で踊る楽しさを味わおうとする姿 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 単元計画（９時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 基本的なダンスの技能を練習

し，単元のゴールについて話し

合う。 

・リズムトレーニング 

・基本のステップ 

・単元のゴールの確認 

○ 学習意欲を高め、ダンスの

見せ方を考える活動に繋げる

ために、１年時の学習を振り

返る場を設定する。 

態：ダンスコンクールに向けて、ダ

ンスの学習の見通しをもとうと

している。 

１ 

２ 規定振付を練習する。 

（1） 個の動きを練習する。 

・練習動画 23∼36 秒 

・リズムを捉えた動き 

（2） 動きの効果を考えながら練

習する。 

・止まる、動く(静と動) 

・アクセント 

・曲の雰囲気に合わせること 

（3） 空間を利用しながら練習す

る。 

・フォーメーション 

・隊形移動の方法 

（4） 群の動きを意識しながら練

習する。 

・対立する動き 

・タイミングをずらした動き 

 

○ 規定の振り付けを習得する

ために、スローモーションや

コマ送りの動画を提示する。 

○ 動きの必要性を感じるため

に、それぞれの動きの効果を

問う。 

 

 

○ アレンジする活動につなげ

るために、フォーメーション

の種類や隊形移動の方法を提

示する。 

○ 群の動きの方法や効果を理

解し、実践するために、他の

グループの群れの動きを見合

う場を仕組む。 

 

知：リズムの特徴を捉え、体を動か 

すことができる 

 

思：踊りの特徴に合わせて、自己や

仲間の考えた成果や改善すべき

ポイントを仲間に伝えている。 

 

 

知： 踊りの特徴と表現の仕方があ

ることを理解することができ

る。 

 

態：仲間と教え合ったり、伝え合っ

たりして、互いに助け合おうと

している。 

４ 

３ 規定振付を見直す。 

（1） 振付をアレンジする。 

 ・テーマ設定 

 ・グループの強み 

 ・群の動き 

（2） アレンジを修正する。 

 ・個や群の動き 

 ・動きの効果 

 ・空間の利用 

（3） ダンスを完成する。 

 ・始めの構えと終わりのポーズ 

 ・アレンジ 

 ・反復練習 

 

○ 自分たちに合ったアレンジ

を考えるために、グループの

強みを問う。 

 

○ 学習で気づいたことや考え

たことを次時に生かすため

に、グループ活動での自分の

役割を問う。 

○ ダンスの完成度を高めるた

めに、自分たちのグループに

必要な活動内容を問う。 

 

態：グループごとの違いに応じた 

表現を大切にしようとしてい 

る。 

 

思：自己や仲間の考えた成果や改 

善すべきポイントを仲間に伝え 

ている。 

 

知：リズムの取り方や動きの連続 

のさせ方を組み合わせて、動き 

に変化やまとまりを付けて踊る 

ことができる。 

３ 

４ 学級内で発表会をする。 

 ・相互評価と自己評価 

 ・単元の振り返り 

○ ダンスを相互評価するため

に、見る視点を提示する。 

態：グループごとの工夫や違いを 

大切にし、テーマや課題に応じ 

たダンスをしようとしている。  

１ 

 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）宇美町勤労者体育館にて 

（1） 主 眼 

仲間とともにダンスを楽しむために、グループの強みを生かしたアレンジを考え、表現することがで

きる。                             【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑤、⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習内容からめあてについ

て話し合う。 

（1） 本時の学習課題について話し合 

う。 

 

 

 

 

（2）課題からめあてをつくる。 

 めあて 

  自分たちの強みを生かしたダンス

にアレンジしよう。 

 

 

○ 他のグループのダンスと差を付けたいとい

う気持ちを高めるために、隊形や動きに工夫

のある動画を提示し、課題は何かと問う。【①】 

 

 

 

○ ダンスをアレンジするために、どんな隊形

や動きが使えそうかを問う。【②】 

○ 強みを生かしたダンスにするために、それ

ぞれのグループの強みは何かと問う。【②】 

一斉 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

展
開 

２ ダンスをアレンジする。 

 ・個の動き 

 ・動きの効果 

 ・空間の利用 

 ・群の動き 

 ・グループの強み 

 

 

 

３ アレンジを記録する。 

 ・アレンジした箇所 

 ・アレンジした理由 

○ グループの全員がダンスに参加するため

に、アレンジの条件を提示する。【④】 

○ グループの強みを生かしたアレンジを練習

するために、グループに応じた練習の場や道

具を設定、提示する。(マーカー、ホイッスル、

カウント板、フラフープ、鏡、iPad、目印)【③】 

○ グループのアレンジを見付けることができ

るようにするために、動きのヒント動画をス

クールタクトで配布する。【③】 

 

○ グループの活動の成果を実感するために、

記録する内容を提示し、ダンスをアレンジし

た箇所や理由を問う。【⑤】 

小集団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

終
末 

４ 本時の内容をふりかえる。 

（1） 学習内容をまとめる。 

 

 

 

 

 

（2） 自分の学習を振り返る。 

 ・グループ活動で工夫したところ 

 ・次回、挑戦したいこと 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・全員が挑戦できるアレンジをした

ことで、動きをそろえることがで

きた。 

・○○さんが教えてくれたので、練習

を頑張ろうと思った。 

・次の時間は、ダンスを完成させた

い。 

 

☆ 自分たちのアレンジの成果を自覚すること

ができるように、各グループが効果的だと感

じたアレンジを問い、共有する。【⑦】 

 

 

 

☆ 学習で気づいたことや考えたことを次時に

生かすために、グループ活動での自分の役割

を問う。【⑥】 

 

◇ 他のグループにはない自分たちの強みを生

かしたアレンジを考え、表現したり、アレンジ

した理由やアレンジの過程で考えたことなど

を記述したりしている。 

〈ダンス動画の分析とワークシートより〉 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

個 

  

10 

 

 

 アレンジを考える活動を通して、よりグループの強みを生かしたダンスに改良したいと感じている生徒 

【学習課題】 宇美東ダンスコンクールに向けて、グループの強みを生かしたダンスにするには、 

どのようにアレンジするとよいだろうか。 

まとめ 

グループの良さや雰囲気に合わせたアレ

ンジを取り入れることでダンスをより良く

することができた。 



第１学年◯組 理科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 「光の反射・屈折」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本単元は、光の反射や屈折の実験を行い、光が水

やガラスなどの物質の境界面で反射、屈折するとき

の規則性を見いだし、日常生活と関連付けて理解す

ることをねらいとしている。私たちは、太陽光、火、

LED など様々な光に囲まれており、虹や水面に映っ

た景色など、日常生活でも光に関する物理現象が多

く見られる。鏡や虫眼鏡、光ファイバーケーブルな

ど、光の反射や屈折の規則性を用いることで私たち

はよりよい生活を送ることができている。これらの

ことより、光の反射や屈折について探究すること

は、日常の現象に疑問をもち、科学技術の有用性や

実生活に生かされていることを認識するうえで意

義深い。 

 本学級の生徒はこれまでに、日光は直進し、鏡

などで集めたり反射させたりできることについて

学習してきている。また、実験や観察に対して意

欲的に取り組むことができ、これまでに行った実

験では結果を根拠として考察をした際、根拠をも

とに説明している生徒は◯割を超えていた。しか

し、考察の仕方が分からず教師が多くのヒントを

提示する必要のある生徒もいた。さらに実験前に

予想を行うことが難しかった生徒は◯割を超えて

おり、見通しや目的意識をもって実験を行うこと

に課題がある。そこで、本単元では、身近な物理

現象に関する探究活動を行い、仮説の設定や実験

の計画を立案、実験の結果を分析して解釈する力

を身に付けることが必要であると考える。 

 

 

 

 

３ 目 標 

 ◯ 光の反射や屈折に関する観察、実験を通して、水やガラスなどの物質の境界面での反射、屈折する 

ときの規則性について理解し、観察、実験などに関する技能を身に付けることができる。 

【知識及び技能】 

 ◯ 光の反射や屈折に関する問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、光の性質の規則 

性や関係性を見いだして表現することができる。          【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 光の反射や屈折に関する事物・事象に進んで関わり、問題を見いだし、科学的に探究しようとする。 

                                 【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評 価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・光の性質について理解し、説

明している。 

・光の反射や屈折に関する実験

結果を正確に記録している。 

・光の反射や屈折について、問

題を見いだし見通しをもって

観察、実験などを行い、実験

結果から規則性を見いだして

いる。 

・光の反射や屈折に関する事物

現象に興味をもち、進んで調

べようとしている。 

・学習したことを用いて、身の

回りの光に関する現象を進ん

で説明しようとしている。 

 

光の直進、反射、屈折などの身近な物理現象に疑問をもち、自分の仮説を立て、検証をくり返しな

がら確かめようとする姿 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 単元計画（７時間）  知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 身の回りにある光源の種類を知り、

物体を見ることができるとき、光はど

のように目に届いているか調べる。 

・光の性質(直進・反射・屈折) 

○ 身の回りにある光源の種

類や光の性質を知るために

光の事象をスライドで提示

する。 

態：身の回りの物の見え方や光

の反射や屈折に関する事物

現象に興味をもち、進んで調

べようとしている。 

１ 

２ 光が鏡などの物体で反射するとき、

光はどのように進むか実験を行い、作

図を行う。 

 ・反射の法則 

 ・像の位置 

〇 像の位置を調べるため

に、レーザー光線や物など

実験を行う方法を複数提示

する。 

知：鏡に入射させた光の進み方

を調べる実験を行い、光の道

筋を正しく記録できる。 

１ 

３ 全身を映すために必要な最小の鏡の

長さを調べる。 

（1） 必要な鏡の長さを調べるための実

験計画を立てる。 

 ・仮説の立て方 

 

 

○ 鏡の映り方をつかむため

に、距離と映り方を調べる

ための手鏡を示す。 

 

 

態：問題を見いだし、見通しを

もって、実験計画を立てよう

としている。 

３ 

 

 

 

 

（2） 立案した実験を行い検証する。 

 ・全身を映せる鏡の長さ 

 ・距離・高さ・大きさ 

○ 仮説の見直しや修正を行

うことができるように、全

員の結果が見ることができ

るＩＣＴ機器の閲覧機能を

利用する。 

思：立案した実験を見通しを 

もって行い、全身を映すため

に必要な鏡の長さが身長の

半分くらいと気付いている。 

 

（3） 全身を映すために必要な鏡の長さ

を作図で求める。 

 ・作図の仕方 

〇 作図を行うために、反射

の法則を活用するよう指示

を出す。 

思：作図を行って、全身を映す

ことができる鏡の長さが身

長の半分であると表現して

いる。 

  

４ 光が透明な物体をすり抜けるとき、

光はどのように進むか実験を行う。 

（1） 実験を行い、入射角と屈折角の

関係について話し合う。 

 ・入射角・屈折角 

 

 

（2） 全反射の実験を行う。 

 ・全反射 

 

 

○ 光の屈折の規則性に気付

くことができるように、入

射光をガラスと空気どちら

から入射させるか選択する

場を設定する。 

○ 全反射が生活に利用され

ていることに気付くことが

できるように、光ファイバ

ーなどの事例を提示する。 

 

 

思：ガラスに入射する光の道筋

を調べる実験を行い、空気と

ガラスの境界面で光の進み

方が変化していることを表

現している。 

態：全反射の光の進み方に興味

をもち、日常生活に利用され

ている事象を説明しようと

している。 

 ２ 

 

 

 

【課題】鏡に自分の全身を映すには、鏡の長さはどれだけ必要 

    だろうか。 

 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）視聴覚室にて 

（1） 主 眼 

 自分で立案した実験を通して、全身を映すことができる鏡の長さが、身長の半分の大きさになること

を見いだし、説明することができる。               【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑤、⑥、⑦】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 本時の学習内容について話し合う。 

（1） 本時の学習課題を確認する。 

 

 

（2） 既習事項を確認し、めあてについ

て話し合う。 

・鏡の映り方 

 

 

 

○ 学習課題に意欲的に取り組むことができる

ように、実験の目的を問う。【①】 

 

 

○ 予想した鏡の大きさで全身が映るかどうか

検証するために、鏡の映り方と関係する事柄

を問う②】 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
展
開 

２ 課題を解決する。 

（1） 立案した実験を行う。 

 ・測定の仕方 

 ・全身を映すことができる鏡の長さ 

 ・結果の記録の仕方 

 

（2） 実験結果をもとに、さらに追究し

たいことを検討し、実験を行う。 

 ・距離 

 ・高さ 

 ・長さ 

３ 結果を発表し、考察を行う。 

 ・全身を映すために必要な条件 

 

○ 鏡の長さの測定の方法を統一するために、鏡 

の使い方や結果の記録の仕方を確認する。 

〇 仮説を検証するために、検証する視点（距

離・高さ）が同じ生徒同士でグループを編成す

る。 

〇 仮説の見直しや修正を行うことができるよ

うに、全員の結果を見ることのできるＩＣＴ

機器の閲覧機能を利用する。【③】 

 

 

〇 全身を映すために必要な条件を分析して解

釈することができるように、距離・高さ・長さ

の視点を提示する。【④】 

小集団 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

個 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

終
末 

４ 本時の内容について話し合う。 

（1） 本時の学習内容について話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

（2） 自分の学習を振り返り、次に追究

したいことなどを端末に入力する。 

 ・予想と結果のずれ 

 ・実験方法の改善策 

＜予想される生徒の振り返り＞ 

・鏡の映り方に、距離が関係ないのに 

驚いた。 

 ・どうしてそうなるのか、知りたい。 

 ・作図で求めてみたい。 

 

☆ 身長と関係があることに気付くことができ

るように、全身を映すことができる最小の鏡

の長さが、人によって異なるのはなぜかを問

う。【⑤】 

◇ 全身を映すことができる最小の鏡の長さ

は、身長の半分くらいであることを記入して

いる。＜様相観察、プリント分析＞ 

 

☆ 身長の半分ぐらいになることを、作図で求

めることができることに気付くことができる

ように、本当に半分になるのか、証明する方法

はないか問う。【⑥、⑦】 

 

 

一斉 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

10 

  全身を映すことができる最小の鏡の長さを調べるという課題を解決するために、自分の仮説を検証し

て、分析を行い鏡の大きさを求める楽しさを実感している生徒 

 めあて 全身を映すことができ

る最小の鏡の長さを求めよう。 

 まとめ 

  全身を映すことができる最小の鏡

の長さは、身長の半分くらいになる。 

【学習課題】鏡に自分の全身を映すには、どれくらいの長さが必要だろうか。 

 



第１学年◯組 国語科学習指導案 

指導者 ◯◯ ◯◯ 

１ 単 元 言葉や表現の効果を考えて随筆を書こう「二十歳になった日 さくらももこ」 

２ 指導観 

題材観 生徒観 

 本作品は、二十八歳の筆者が、二十歳の誕生日を回

想し、その時に起こった出来事や変化、筆者の思いを

書いたものである。作者は、漫画「ちびまる子ちゃん」

で有名であり、作者のユーモアな表現の仕方が文章の

あちこちに表れている。書き出しの工夫や、文章中の

表現の仕方、文章の構成など、随筆を書くにあたって

学べるところが多く、本題材を学習する中で、新しい

表現の仕方や文章の構成を知ることができる。また、

「二十歳になった日」、つまり「成人した日」は、生

徒がこれから先、生きていく中で必ず迎える日であ

り、この先自分がその日を迎えるときのことを想像し

ながら本文を読むことができる。あらゆる気持ちを一

言で終わらせてしまう時代に生きる生徒にとって、作

者の心情の表し方や、表現の仕方を知り、自分の心情

を言葉で表したり、適切な言葉を探したりする活動は

非常に意義深い。 

 本学級の生徒は、一学期に「はじまりの風」や詩な

どの作品を読み、心情の変化や表現の仕方について学

習している。本文から根拠を見つけ、読み取る力は着

実についてきている。しかし、読み取った心情や自分

の気持ちを適切な言葉で表現することが難しい生徒

が多い。４月の標準学力分析検査の「ことば力に関す

る資料」では、「要求される内容の短い文章を作文で

きる」の項目で、「言語を操作することが不得意であ

る」の評価レベルの生徒が◯％であった。学校生活の

様子を見ていても、思っていることはあるが、気持ち

をどう言葉で表していいかわからず、「やばい」「すご

い」など一言で表す生徒が多数いるという状況である

。そこで、本単元では心情を表す言葉や意味を知り会

話や日常生活の中で身に付けた言葉を、相手や状況に

応じて使いこなす力を身に付けることが必要である

と考える。 

 

 

 

 

 

３ 目 標 

○ 心情を表す言葉について、表記や語句の用法、叙述の仕方を理解することができる。 

                       【知識及び技能】 

 ◯ 心情を表す言葉の効果を考えながら、感じたことや表現したいことを適切な言葉で書くことがで

きる。                            【思考力、判断力、表現力等】 

 ◯ 創作した随筆を互いに読み比べて、感じたことや印象に残ったことを伝え合おうとする。 

 【学びに向かう力、人間性等】 

４ 評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・文脈に適した意味の語句を文章

の中で使用している。 

・話や文章の中で使いこなせる語

句を増やし、語彙を豊かにして

いる。 

・描写や表現に着目して文章を読 

んでいる。 

・思考法を効果的に用いて、心情 

を表す言葉を比較しながら取捨 

選択している。 

・心情に合う言葉を探し、適切な 

ものを選択しようとしている。 

・自分とは違う表現の仕方や語彙 

を見つけようとしている。 

自分の心情にあった言葉を選び、随筆の文脈を考えて表現することができる生徒 

単元最後にめざす生徒の姿 



５ 単元計画（７時間）   知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

学習活動・内容 手だて(◯) 評価規準 配時 

１ 「中学生になった日」、どのよう

な気持ちだったか話し合う。 

（1） 思考法を使って中学生になっ

た日のことを思い出し、書き出す。 

 ・マッピング 

 ・ヒントカード（時系列カード） 

 

（2） 表を使って、大まかな構成を

整理する。 

  

 

 

○ 当時のことを思い出すために、

思考法（マッピング）や時系列カ

ードを用いて思い出すよう指示を

出す。 

 

○ 伝えたいことが効果的に伝わる

ようにするために、おおまかな構

成を表にする活動を仕組む。 

 

 

態：心情に合う言葉を探し、

適切なものを選択しようと

している。 

 

 

知：文脈に適した意味の語句

を文章の中で使うことがで

きる。  

 

２ 

２ 「二十歳になった日」を読む。 

（1） 筆者の表現の工夫について気

付いたことを書き出す。 

 ・文の書き始め 

 ・反復 

（2） 筆者の表現の工夫の意図につ

いて話し合う。 

  

 

○ 表現の仕方を知るために、教師

が範読する。その際、表現に着目

して本文を読む場を設定する。 

 

○ 表現の効果を感じるために、本

文と、作者の表現とは違う文章を

比較して、違いと効果について考

える活動を仕組む。 

 

思：描写や表現に着目して文

章を読んでいる。 

 

 

思：表現の工夫の違いによっ

て与える効果について感じ

取り、書いている。 

３ 

（3） 自分の心情にあった言葉を集

める。 

 ・集める手段を選択 

 

○ 適切な言葉で心情を表現するた

めに、心情にあう適切な言葉を集

める活動を仕組む。 

 

思：心情を表す言葉を、思考

法を用いて比較・分類し、

表現の効果を考えて選択

し、随筆の中で表現してい

る。 

 

３ 「中学生になった日」というタ 

イトルで随筆を書く。 

（1） 随筆を書く。 

 ・中学生になった日の出来事やそ

の時の心情 

 

 

 

（2）随筆を読み合う。 

 ・表現の仕方や心情の表し方の違

い 

 

 

○ 心情を表す言葉や表現の仕方の

違いによる文章の変化に気づくた

めに、これまで学んだ表現の仕方

や心情を表す言葉に書き換える形

で随筆を書く時間を取る。 

 

○ 表現の仕方や語彙を広げるため

に、書いた随筆を読み合う。 

 

 

知：話や文章の中で使いこな

せる語句を増やし、語彙を

豊かにすることができる。 

 

 

 

態：自分とは違う表現の仕方

や語彙を見つけようとして

いる。 

２ 

 

 

 



６ 本 時 令和７年10月30日（木）１年３組教室にて 

（1） 主 眼 

中学生になった日の気持ちについて、心情を表す言葉を整理する活動を通して、表現の効果を考えて

選択し、随筆の中で表現することができる。            【思考力、判断力、表現力等】 

（2） 研究の柱 本時の授業で感得させたい学ぶ楽しさ：『学びの成長を自覚する』楽しさ 

（3） 過 程    意識している授業チェックリスト項目：【導入①、② 展開③、④ 終末⑤、⑥】 

 学習活動・内容 手だて(○)、学びを支える手だて(☆)、評価(◇)  形態 配時 
導
入 

１ 課題を確認し、本時の見通しについ

て話し合う。 

（1） 本時の学習課題について話し合

う。 

 

 

 

（2） 既習事項を確認し、めあてをつく

る。 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の学習を意欲的に取り組むために、単

元の初めに書いた文章を例に挙げ、課題を確

認する場を設定する。【①】 

 

 

○ 本時の活動の目的を確認するために、課題

をおさえながらめあてをつくる。【②】 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

展
開 

２ 自分が書いている心情を表す言葉

と似ている言葉を探す。 

（1）心情を表す言葉を集める。 

・緊張→足が重い 

・わくわく→胸が弾む 

 

（2）集めた言葉を、思考法を使って比

較・分類する。 

・分類 

・軸 

（3） 集めた言葉を全体で交流する。 

・語彙の比較 

○ 今後の作業をスムーズにするために、思考

法を使って思い出した授業を振り返る時間を

取る。【③】 

○ 当時の気持ちを適切な言葉で表すために、

心情を表す言葉を集め、スクールタクトに記

入する。その際、自分に合った方法で集める

ことができるように、集める方法を提示する。

【④】 

○ 適切な言葉を選ぶことができるようにする

ために、思考法（比較・分類）を提示する。【③】 

 

○ 自分の語彙を広げるために、集めた言葉を

交流する時間を取る。【④】 

 

 

個 

小集団 

 

 

個 

小集団 

 

 

一斉 

35 

終
末 

３ 本時の学習を振り返る。 

（1） 学習内容をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

（2） 振り返りを発表する。 

〈予想される生徒の振り返り〉 

・自分の心情にあった言葉を選ぶこと

ができた。 

・自分の知っている言葉の他にも多く

心情を表す言葉があることを学ん

だから、その言葉を使って随筆を書

いてみよう。 

 

☆ 語彙が増えたことで表現が豊かになったこ

とを実感するために、複数の生徒の考えを紹

介する。【⑤】 

◇ 感情を表す言葉を集め、自分の目的や意図に

応じて適切な言葉をつかって書いている。 

 

 

☆ 自分の課題を確認するために、本時の学習

でできたことや難しかったことを振り返るよ

う促す。【⑥】 

 

 

 

 

一斉 10 

めあて  

心情を表す言葉を集め、当時の心情を

ぴったりな言葉で表そう。 

【学習課題】自分の心情に合った適切な言葉を選び、表現できるだろうか。 

 心情を表す言葉を集めることを通して、自分の心情を表すために適切な言葉を知り、対話を通して適

切であるかどうかを感じ取ることができたと感じている生徒 

まとめ 

語彙を増やすことで、心情に合った言葉

を選ぶことができ、表現の仕方が豊かに

なる。 


